
活動背景

少子高齢化、人口の都市集中に伴い、人は出ていき、外から入ってこない。若者はいなく
なり、その先のふるさとに待っているのは・・・・・。

これは決して大げさな話ではありません。
日本の“イナカ”全体に起こりうる危機なので
す。私たちの上島町にとっても、その波は例
外ではなく、まさにその最先端にいます。

わが上島町は、穏やかな瀬戸内海に囲ま
れた、愛媛県の小さな島々。豊かな自然、美
味しい農・海産物、島民の優しい人柄が自慢
のこの島が、いま、危機にさらされているので
す。

しかし近年、上島町では、移住者が増加傾向にあります！
パン屋・カフェ・ゲストハウス・民宿など、移住者の方々が始められた“新しいコト”
が“新しいヒト”を呼び、また“新しいコト”が始まる、そんな好循環が生まれていま
す！

この上昇気流を逃さず、移住者と地域の好循環を継続させていくことで、上島町は課
題最先端地域から課題“解決”最先端地域へ変わっていけるものと思っています！

課題最先端地域からの挑戦！！



活動内容

〇移住支援

【中間支援組織】
現在は、移住者が移住者を呼ぶ好循環に支えられていますが、誰も知人がいない人が気軽に相
談できる体制が整っていません。
またせっかく上島町に移住しても、移住後の相談や移住者同士の交流なども自力で知人を見つけ
るほかない状況です。

最初からNPOなど組織として立ち上げる必要はないと思っています。
まずは私たちと一緒に移住者・地域住民との関係性を築きながら、徐々に形作っていければと考
えています！

【移住者と地域とのつながり】
せっかく移住者が“新しいコト”を始めても、地域で暮らす人たちが知らなければ、地域との“新しい
コト”は生まれません。
移住者が地域の人を知る、地域の人が移住者を知る、どちらも一方通行でない関係を構築したい
と思っています。

そのための仕掛けづくりを一緒に考えていきましょう！

【移住ポータルサイト】
「島での暮らしはどんなものだろう」「移住後の暮らしがわからない」・・・。そういった不安を解消でき
る移住ポータルサイトの立ち上げを計画しています。

先輩移住者の方たちと協力しながら、移住後の暮らしなどが想像できるサイトを一緒に考えていき
ましょう！

〇空き家バンク

【空き家バンク運営】
町内には、空き家が多数存在します。
その反面、不動産会社や民間のマンション等はないため、移住者はまず住居に困ります。

移住ポータルサイトとあわせて、空き家バンクについても見やすくわかりやすいサイトにしたいと考
えています。
また、物件の登録数を増やし、多数存在する空き家を活用し、たくさんの地域の空き家に灯りを戻
したいと思っています。

簡単なことではありませんが、ともに考え、取り組んでくれる仲間を募集しています！



上島町島おこし協力隊 隊員募集内容
１ 募集人数 島おこし協力隊（移住支援・空き家バンク運営）：１名

２ 募集対象
①都市地域等（過疎地域以外）から移転し、上島町内に住民票を移せる方
②普通自動車運転免許証（AT限定可）を取得している方
③パソコンで基本的な事務処理ができる方
【求める人物像】

・明るく誠実な方
・地域に溶け込める方
・素直で試行錯誤しながらプロジェクトを進められる方
・チャレンジ意欲の高い方

３ 活動内容
○移住支援・空き家バンク運営
・移住者受入のための中間支援組織の立ち上げ（3年目での立ち上げを目安）
・移住体験ツアーなどの新規企画立ち上げ
・移住、空き家ポータルサイト立ち上げ
・移住相談対応、空き家バンク相談対応

４ 任期 採用日から1年間（最長3年までの延長可）

５ 報酬 月給171,700円
※2年目、3年目の昇給制度あり

６ 勤務時間 １日7時間45分、週5日勤務を基本

７ 待遇等
① 社会保険等加入（1年目）
② 共済保険加入（2年目～）
③ 通勤手当・時間外手当あり
④ 期末手当・退職手当あり
⑤ 活動車両については、原則は公用車を使用
⑥ 住居については、町営住宅を想定（住居手当の支給なし）

8 応募方法
応募の際には、以下の書類を提出してください。
・履歴書
・職務経歴書（社会人）
・活動報告書（学生）※大学生としての活動実績などをまとめたもの
※様式は問いません。
※郵送又はメールでご提出下さい。

9 申込受付期間
令和元年12月26日（木）から令和2年1月31日（金）までの執務時間中

（8：30～17：15）

10 申込・問合せ先
〒794-2592 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削210

上島町役場 企画情報課 担当：小林
TEL：0897-77-2501 FAX：0897-77-4011
E-mail：kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp


